
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選

No.622
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さ
ざ
ん
か
の
花
咲
き
満
つ
る
角
ま
が
り

今
朝
は
歩
き
て
仕
事
に
向
か
う
　
　
　
　
　
　
三
2

林
　
康
子

タ
コ
焼
き
屋
が
屋
台
の
テ
ン
ト
た
た
み
居
る

子
ど
も
の
素
足
背
中
に
見
せ
て
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

大
暴
落
金
融
危
機
が
世
界
を
め
ぐ
る

も
う
地
球
は
一
つ
の
国
か
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
冨

青
空
を
切
り
裂
く
如
く
高
層
の

マ
ン
シ
ョ
ン
二
棟
立
ち
並
び
お
り
　
　
　
　
　
里
　
　
堀
部
　
悦
子

リ
ス
ト
ラ
で
仕
事
も
家
も
無
き
人
に

負
け
ず
に
生
き
て
と
思
わ
ず
叫
ぶ
　
　
　
　
　
緑
1

平
井
　
隆
恵

柚
子
風
呂
に
半
寿
の
躰
生
き
生
き
す
　
　
　
　
坂
4

西
野
　
定
雄

入
院
の
時
の
ま
ま
な
る
古
暦
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
木
下
　
洋
子

体
操
に
合
は
せ
て
起
き
る
冬
の
朝
　
　
　
　
　
八
3

小
原
多
重
子

上
潮
の
川
波
さ
わ
ぐ
時
雨
き
て
　
　
　
　
　
　
桜
4

山
下
す
ゑ
こ

し
ら
じ
ら
と
御
籤
結
ば
れ
梅
ひ
ら
く
　
　
　
　
本
4

高
瀬
翡
浪
子

試
歩
の
ば
し
冬
日
の
畦
を
歩
き
け
り
　
　
　
　
桜
4

平
　
良
治

正
月
の
御
供
へ
を
さ
げ
崩
し
け
り
　
　
　
　
　
里
　
　
船
津
　
美
恵

花
の
雲
共
に
見
て
を
り
八
十
路
に
て
　
　
　
　
本
2

豊
田
　
匡
子

ラ
ン
ナ
ー
の
走
り
に
胸
が
熱
く
な
る
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

吹
き
荒
れ
る
風
に
耐
え
て
る
柿
一
つ
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

目
頭
も
あ
つ
く
ド
ラ
マ
に
あ
る
悲
哀
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

ふ
ろ
ふ
き
の
大
根
ゆ
げ
に
家
族
の
話
　
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

良
妻
に
華
を
咲
か
せ
る
ヘ
ヤ
メ
ー
ク
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

時
過
ぎ
て
如
月
に
入
り
梅
便
り
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

丑
年
に
牛
歩
の
如
く
マ
イ
ペ
ー
ス
　
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

今
年
か
ら
不
満
言
わ
ぬ
と
誓
い
立
て
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

A

納
税
は
期
限
内
に
。
振
替
納
税

（
口
座
振
替
）
を
お
勧
め
し
ま
す

納
期
限

申
告
所
得
税
＝
3
月
16

日
（
月
）、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
＝
3
月

31
日
（
火
）

※
口
座
振
替
依
頼
書
を
管
轄
す
る

税
務
署
ま
た
は
金
融
機
関
に
納
期

限
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
す
と
、
今
年

の
申
告
分
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

準
確
定
申
告
、
期
限
後
申
告
お
よ

び
修
正
申
告
の
場
合
に
は
、
口
座

振
替
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

振
替
納
付
日
　
申
告
所
得
税
＝
4

月
22
日
（
水
）、
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
＝

4
月
27
日
（
月
）

A

納
税
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
方

納
税
証
明
書
の
受
付
お
よ
び
発

行
は
、「
キ
ュ
ポ
・
ラ
」
お
よ
び

「
リ
リ
ア
」
の
申
告
会
場
で
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
従
来
ど
お
り

税
務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
20
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
証

明
書
を
請
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、

4
月
中
旬
頃
ま
で
の
間
、
確
定
申

告
の
写
し
（
税
務
署
の
受
付
印
の

あ
る
も
の
）
お
よ
び
納
税
し
た
領

収
書
原
本
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
す
る
た
め
に
来
署
さ
れ
る

場
合
は
、
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

な
ど
）
・
印
鑑
・
手
数
料
が
必
要

で
す
。
代
理
人
が
来
署
さ
れ
る
場

合
は
、
委
任
状
・
代
理
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
代
理
人
の
印
鑑
・
手
数

料
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
手
数
料
は
、
1
税
目
・
1
事
業

年
度
に
つ
き
1
枚
4
0
0
円
で

す
。（
支
払
い
は
収
入
印
紙
ま
た

は
現
金
で
）

問
合
せ
　
川
口
税
務
署
1
2
5

2
・
5
3
1
4

日
　
時

q
＝

3
月
10
日（
火
）

午
後
5
時
50
分

〜
8
時
半
、

w
＝
3
月
14
日

（
土
）
午
前
9
時
半
〜
午
後
0
時

半
、
午
後
1
時
半
〜
5
時

場
　
所

県
警
察
学
校
（
さ
い
た

ま
市
北
区
植
竹
町
1
〜
8
0
4
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
動

車
等
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
3
月
下
旬
に
県
警
察
学
校

で
体
験
型
就
職
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

県
警
察
採
用
セ
ン
タ

ー
・
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
1
0

1
2
0
・
3
7
3
5
1
4

県
警
察
就
職
説
明
会

川
口
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

1

1 2

1

1

1

1

2

3

申込受付期間
●持参・郵送（期間内消印有効）
4月 1日（水）～15日（水）

●インターネット（最終日は午後 5時まで）
4月 1日（水）～14日（火）

第 1次試験日 5 月10日（日）
問合せ 県警察採用センター・採用フリーダイ
ヤル10120－373514

21年度第 1回埼玉県警察官採用試験のご案内



長
）
w
丸
山
淳
士
氏
（
財
団
法
人

「
墓
所
墓
石
模
範
管
理
者
」）

定
　
員

各
20
人
（
先
着
順
）

問
合
せ

全
国
送
葬
支
援
協
議
会

鳩
ヶ
谷
支
部
・
前
田
t
1
2
8

3
・
8
3
5
7

市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
内
に
在

住
し
、
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。（
特
に
公
共
施
設

管
理
と
清
掃
の
で
き
る
方
）

毎
月
第
3
火
曜
に
入
会
の
説
明

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
午
後
1
時

半
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

6
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
1
2
8
1
・
9
8
8
1

職
　
種
　
q
一
般
事
務
職（
常
勤
）

w
一
般
事
務
職
（
非
常
勤
、
週
29

時
間
勤
務
、
時
給
8
7
0
円
）

募
集
人
員

q
1
人
w
若
干
名

応
募
資
格

q
大
学
・
短
大
を
卒

業
し
（
見
込
み
可
）、
社
会
福
祉

主
事
等
の
資
格
を
有
す
る
方

必
要
書
類

q
、
w
と
も
履
歴
書

（
卒
業
見
込
み
証
明
書
）
ま
た
、

q
は
資
格
証
明
書
の
写
し
も
持
参

応
募
方
法

3
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
必
要
書
類
を
持
参
し
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ

問
合
せ

同
協
議
会
1
2
8
5
・

2
0
5
0

朗
読
奉
仕
サ
ー
ク
ル
「
で
ん
し

ょ
鳩
の
会
」
で
は
、
庄
野
輝
子
氏

に
よ
る
「
お
は
ん
」（
宇
野
千
代

著
）
の
朗
読
と
お
話
に
よ
る
人
権

を
考
え
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
3
月
13
日
（
金
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
0
時
半

場
　
所

や
す
ら
ぎ
会
館

定
　
員

40
人

問
合
せ

島
林
t
1
2
8
2
・
5

7
4
3
、
城
田
t
1
2
8
2
・
4

6
4
3

日
　
時
　
3
月
8
日
（
日
）
午
後

1
時
半
か
ら

場
　
所

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
く
ら

テ
ー
マ
　
「
夫
婦
に
つ
い
て
」

講
　
師

手
代
木
み
つ
い
氏
（
生

活
倫
理
相
談
士
）

費
　
用
　
3
0
0
円

問
合
せ
　
家
庭
倫
理
の
会
鳩
ヶ
谷

準
支
部
・
江
尻
t
1
2
8
3
・
3

4
8
9
・
加
藤
t
1
2
8
3
・
5

2
4
8

日
　
時

q
3
月
28
日
（
土
）
w

4
月
18
日
（
土
）、
い
づ
れ
も
午

前
10
時
〜
正
午

場
　
所
　
q
南
公
民
館
w
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
さ
く
ら

内
　
容

q
「
そ
の
時
あ
わ
て
な

い
た
め
に
」
w
「
お
墓
の
選
び
方

買
い
方
」
※
費
用
は
無
料

講
　
師

q
鎌
田
明
氏
（
N
P
O

法
人
全
国
送
葬
支
援
協
議
会
副
理
事

申
込
み
・
問
合
せ

市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
1
2
8
4
・
1
2
5
0

日
　
時
　
3
月
21
日
（
土
）、
28

日
（
土
）
午
後
1
時
半
〜
4
時

場
　
所

や
す
ら
ぎ
会
館

対
　
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
方
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
考

え
て
い
る
方
、
活
動
を
始
め
て
間

も
な
い
方
、
計
20
人

申
込
み

3
月
1
日
（
日
）
か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
や
す
ら
ぎ
会
館

内
）
1
2
8
5
・
2
0
5
0

徴
収
課
1
0
4
8
・
6
0
0
・
6

2
0
3

A

歌
や
楽
器
を
使
っ
て
頭
と
体
を

動
か
そ
う

日
　
時

3
月
19
日
（
木
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
歌
や
楽
器
を
演
奏
し
ま
す

講
　
師

木
内
誠
子
氏
（
ピ
ア
ノ

講
師
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
30
人
（
費
用
は
無
料
）

21
年
度
か
ら
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
年
度
更
新
の

手
続
き
は
6
月
1
日
か
ら
7
月
10

日
ま
で
の
間
に
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。（
年
度
更
新

申
告
書
は
5
月
末
に
送
付
す
る
予

定
で
す
）

な
お
、
労
働
保
険
料
等
の
算
定

方
法
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。（
確
定

保
険
料
額
の
算
定
は
、
4
月
1
日

か
ら
翌
年
3
月
31
日
ま
で
に
支
払

う
賃
金
総
額
に
保
険
料
率
を
乗
じ

て
得
た
額
と
な
り
ま
す
）

問
合
せ

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険

11
No.622

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
新
会
員
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

労
働
保
険
の
お
知
ら
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
の
募
集

お
葬
式
セ
ミ
ナ
ー

朗
読
に
よ
る

人
権
学
習
の
会

第
10
回

認
知
症
予
防
教
室

先
月
、
旧
芝
川
の
現
場
を
上
田

知
事
が
訪
れ
、
水
質
浄
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
鳩
ヶ
谷
・
川
口
両
市

民
と
交
流
を
深
め
た
。

旧
芝
川
は
、
水
門
に
よ
っ
て
閉

鎖
さ
れ
た
河
川
で
あ
る
。
水
源
が

都
市
排
水
と
い
う
こ
と
で
、
水
質

汚
濁
が
著
し
い
が
、
流
域
住
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
に

よ
り
年
を
追
う
ご
と
に
改
善
さ

れ
、
近
年
は
、
コ
イ
、
ボ
ラ
、
ス

ズ
キ
な
ど
魚
影
も
濃
く
、
白
サ
ギ

や
時
に
は
カ
ワ
セ
ミ
も
姿
を
見
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

芝
川
は
、
住
民
生
活
と
一
体
と

な
っ
て
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。
芝

川
は
、
江
戸
時
代
、
見
沼
干
拓
事

業
の
排
水
路
と
し
て
整
備
さ
れ
た

が
、
荒
川
等
を
介
し
た
舟
の
通
運

に
よ
り
江
戸
と
結
ば
れ
、
流
域
は

発
展
し
た
。
川
口
の
鋳
物
の
隆
盛

は
、
昭
和
初
期
ま
で
続
い
た
芝
川

通
運
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
流
域
は
し
ば
し
ば
湛

水
被
害
に
悩
ま
さ
れ
た
。
特
に
、

昭
和
33
年
9
月
の
狩
野
川
台
風
に

よ
り
、
川
口
市
で
は
3
万
戸
が
浸

水
し
、
14
万
人
が
被
災
し
た
。
そ
の

後
、
流
域
の
河
川
整
備
は
急
ピ
ッ

チ
で
進
み
、
昭
和
40
年
に
新
芝
川

が
開
削
さ
れ
た
が
、
こ
の
た
め
中

居
地
区
は
南
北
に
分
断
さ
れ
、
下

流
域
の
安
全
確
保
の
た
め
、
多
大

な
犠
牲
を
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。

都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
、
旧

芝
川
は
水
質
悪
化
が
進
み
、
臭
気

「
芝
川
の
再
生
」

著
し
い
ど
ぶ
川
と
化
し
た
。
し
か

し
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
下
水
道
整
備
の
進

捗
、
平
成
11
年
の
浄
化
施
設
等
の

整
備
、
平
成
15
年
の
芝
川
へ
の
浄

化
導
水
事
業
の
開
始
、
住
民
の
熱

心
な
活
動
等
に
よ
り
徐
々
に
で
は

あ
る
が
、改
善
に
向
い
つ
つ
あ
る
。

昨
年
か
ら
県
に
よ
る
芝
川
再
生

事
業
が
始
ま
っ
た
。
川
底
の
ヘ
ド

ロ
を
取
り
除
き
、
生
物
の
多
様
性

に
満
ち
た
水
辺
環
境
を
取
り
戻
す

事
業
で
、流
域
住
民
と
協
力
し
て
、

水
辺
で
遊
び
、
し
じ
み
を
採
っ
た

頃
の
河
川
環
境
を
創
造
す
る
も
の

だ
。市

内
で
は
、他
の
河
川
等
で
も
、

市
民
参
加
に
よ
り
様
々
な
取
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
大

き
な
輪
に
な
り
、
素
晴
し
い
環
境

が
創
造
で
き
る
よ
う
今
回
の
芝
川

モ
デ
ル
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。


